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基 調 報 告  伍賀 一道 氏（金沢大学教授） 
討     論  福島 利夫 氏（本学経済学部教授） 
         宮嵜 晃臣 氏（本学経済学部教授） 
司     会  兵頭 淳史 氏（本学経済学部准教授） 
 














































































年代末から 90 年代初頭にかけて日本の社会はバブルも経験しました。しかしここ 10 年、特に
小泉さんが首相になったあたりから貧困現象がだんだんと顕在化して参りました。ワーキング
プアという言葉が注目を集めるようになったのが、2006 年から 2007 年です。NHK がワーキン
グプアの特集番組を 2 年にわたり３回報道したこともあって貧困問題がクローズアップされる
ようになりました。 

















この表（スライド３）は 2002 年と 2007 年の間で、非正規雇用の年間所得とその割合の変化を
示したものです。ご覧の通り、この 5 年間で 200 万円未満層は 145 万人増加し、1322 万人にな




女性の非正社員の場合、2007 年の時点で 45％は 100 万円未満、100 万円から 200 万円の階層









－ 117 － 

































































－ 119 － 
目した調査・研究を精力的に進められています。1979 年、80 年にかけて刊行された江口先生の






















いう労働者像を前面に押し出して労働法制の転換を後押しするような論調が 80 年代から 90 年
代の終わり頃まで強まりました。 
 






－ 120 － 
最近の状況についていくつかデータをご紹介します。これは（スライド７）総務省統計局が
５年おきに実施している就業構造基本調査から作ったものです。この 10 年間の雇用形態の変化
を見ておりますが、特に 97 年から 2002 年の５年間は不況が深刻化した時期でありまして、正
社員が 400 万人減少し、それに匹敵する数の非正規雇用が増えている。これに続く 2002 年から







これは（スライド８）ワーキングプアの動向を示したものです。2002 年から 2007 年まで小
泉・安部政権下の５年間に労働者総数は 237 万人程増えているのですが、それにほぼ匹敵する







































































（２）資本蓄積と貧困化 ―― 資本主義的蓄積の一般的法則 
以上のような相対的過剰人口論を踏まえて資本蓄積と貧困化との関係について、『資本論』第




















































































遣先では仕事量に応じて、派遣労働者の人数が日々10 人、20 人と変動するそうです。Y さんの
仕事は夜勤専業です。そのほうが時間給が高いからだと思いますけれども、夕方５時から朝５





























これは（スライド 12）完全失業者数の推移です。去年の 10 月から今年 10 月までに、実に 100






















































































このグラフ（スライド 19）は金融機関の従業員数の推移を表しています。1990 年を 100 とし




ています。α社の従業員数はＡ社から出向した社員も含めおよそ 250 人です。α 社には派遣社
員が千数百名働いており（うち８割は派遣パート）、実務の大半を担っている。この中には、Ａ
社が設立した派遣子会社 β 社からの派遣社員のほかに、系列外の複数の派遣会社の派遣社員も













時間以上働く人の割合は 2 割近くに増加しています。特に、20 代、30 代のところで長時間働く


























































今は４時 15 分ですけれども、このあと 15 分間の休憩を取りまして 16 時 30 分、４時半から
再開いたします。再開したあと、２人のコメンテーター、福島利夫先生、宮嵜晃臣先生のお２
人に、おひとり 15 分でコメントをいただいて、そのあと、討論を進めていきたいと思います。























































していこうと、こういったポートフォリオを 95 年に出して、96 年には政府規制の撤廃、規制
緩和要望というのを提出して、派遣法の自由化と有料職業紹介の規制撤廃を日経連は要望する








































これは後でまたスライド 10 の図の方で紹介していきたいと思います。ME というのは、生産工
程で考えますと NC 工作機械といったような、生産性の高い機械をどんどん入れていきますの
で、熟練労働を代替する、あるいは非熟練、半熟練労働を排除するという、人員削減効果とい
うのを本来持っているはずなのですが、90 年代前半までは ME 化を日本はどんどん進めていき
ながら、そこで失業問題が大きくクローズアップされることはなかった。それはどうしてかと
いうと ME 技術革新の先発性利益を世界市場において確保した。つまり ME 化で競争力をもっ
た日本の製品がどんどん輸出されることによって、輸出増が生産増をもたらし、それが雇用の
































































































































































































































































































































































































































































































































ろん日本も率先して ILO 条約を批准すべきでしょう。労働市場の整備に関して、EU ではいろ
－ 150 － 
いろな指令（法律）を作っています。例えば派遣労働に関するＥＵ指令（2008 年）では、派遣
社員と派遣先の労働者との均等待遇ということを明記しております。ILO パート条約でも均等
待遇ということを盛り込んでおり、日本は早く批准しなければならないと思いますが、それに
は先ほど村上先生もおっしゃったように労働者の運動とも関係してくるかと思います。ありが
とうございました。  
 
◇【司会】 まだまだ議論を続けたいところではございますが、時間が予定より過ぎておりま
す。最後に司会者の立場から、まとめという程ではありませんけれども、発言させて頂くなら
ば、今の質疑応答の中で討論の中で印象的であったのが、村上さんの方からこのような雇用、
貧困を巡る状況を作り出した前提としての労働者の抵抗の弱さというご発言がありました。そ
してその前に学生の黒沢さんの方から日本における日本の大学アカデミズムにおけるマルクス
主義の隆盛ということの意義ということの質問がありました。これを私なりに考えると、日本
においてかくもアカデミズムの世界において労働者の解放を唱えるマルクス主義が、少なくと
もかつてはかように強かったにも関わらず、何ゆえ日本の労働運動はかようまで、かように弱
いのかという問いとして成立するかと思います。それは私、全くもって自己紹介を忘れていた
のですが、私のような労働問題、特に労使関係などを研究しているものにつきつけられた問い
かというふうに思います。今日の伍賀先生のご報告というのはまさに具体的な、まさに現実の
労働問題、労働者状態をいま一度、マルクスないしは『資本論』の論理と結びつけるところか
ら議論していくという出発点として、そうした問いに、まさに今日的な問いに答えていく非常
に有益な重要な基調報告であり、またコメンテーターのお２方の討論であったというふうに考
えております。 
今日は長い時間、お忙しい中わざわざ専修大学に来て頂き、貴重なお話しを頂いた伍賀先生
本当にどうもありがとうございました。また、コメンテーターの福島先生、宮嵜先生、本当に
ありがとうございました。皆さんも本当にご参加、たくさんのご参加頂き、ありがとうござい
ました。今日は今年の社会科研究所の 60 周年記念企画はこれにて終了いたしますけれども、今
後も公開、社会科研究所としてこの公開の企画、しばしば行って参りますので是非今後ともご
参加ご協力を宜しくお願いいたします。それではこれにて閉会と致します。ありがとうござい
ました。 
